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Abstract 
 
Previous studies have investigated variables that influence the maintenance of 
dysfunctional beliefs in social anxiety disorder. Although many variables have 
been reported in previous studies, the processes underlying the maintenance of 
dysfunctional beliefs remain unclear. Therefore, in the present paper, we 
systematically summarized previously reported maintenance factors influencing 
dysfunctional beliefs. The results indicate that previously reported variables can 
be summarized into two maintenance processes: prevention of input of 
belief-inconsistent information and amplification of threat level of input. 
Although these processes can be altered through intervention, our results also 
indicate that changes in beliefs do not always co-occur with alterations of these 
processes. Considering these results, we discussed future directions. 
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ぶᏊ┦஫作用の 定に㛵する現状とㄢ題 
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要 ⣙ 
従᮶のぶᏊ㛵ಀを検討した研究において，ぶの㣴⫱行動がᏊどもの行動に影響することがሗ࿌されてい
る。これらの研究においては，㉁問⣬によって㣴⫱行動のᅇ⟅をồめる᪉ἲが多く用いられており，⡆౽
に 定がྍ能である一᪉で，ぶᏊの行動の連㙐や┦஫作用を 定することが困難であるというㄢ題があっ
た。そこで本ㄽ考では，┦஫作用ሙ㠃におけるぶᏊの行動を 定した研究を概観し，研究の現状とㄢ題に
ついて検討を行った。また，ど⥺㏣㊧⿦置を用いることで，ぶ自㌟がാきかけた㝿のᏊどもの反応を見て
いるかの 定を行うことがྍ能となり，ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃において，どのような่⃭によってぶᏊ間での
行動の㝶క性が生じているかをグ述できることが示唆された。ど⥺㏣㊧⿦置を用いることによって，ぶが
示す⮫ᗋ像の一㒊をᰝ定することがྍ能となり，⮫ᗋ像に応じた支᥼をᥦ౪できるྍ能性が示唆された。 
キーワード：ぶᏊ┦஫作用，ど⥺㏣㊧ 
 
 
 
ࡣࡌࡵ࡟ 
 
 従᮶のぶᏊ㛵ಀについて検討した研究の多く
において，ぶの㣴⫱行動がᏊどもの行動に影響
していることが⧞り㏉しሗ࿌されている。たと
えば，Ꮚどもに対して，ᛣ㬆ったり⬣したりす
るような感᝟的なྏ㈐が多いሙྜには，Ꮚども
の反ᢠ的な行動やᨷᧁ的な行動が多いことがሗ
࿌されている㸦୕㕨・℈ཱྀ，2009㸹Stormshak, 
Bierman, MacMahon, & Lengua, 2009㸧。また，
ぶがᏊどもに注目や㛵୚，᥼ຓ的ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮
ࢩࣙࣥといったཷᐜ的な㛵わりを多く用いる࡯
ど，Ꮚどもの向♫఍的行動が多いことが示唆さ
れている㸦୕㕨，2008㸧。これらの研究の多く
は，ぶの㣴⫱態度を「⫯定的ാきかけ」や「ྏ 
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㈐」などの㣴⫱に㛵する඲⯡的な傾向である「㣴 
⫱スタ࢖ル」としてグ述し，Ꮚどもの問題傾向
との㛵連性を検討している㸦中ᓥ・岡田・松岡・
㇂・大す・㎷஭，2012㸧とまとめることができ
る。このような「㣴⫱スタ࢖ル」は，㉁問⣬を
用いて⡆౽に 定がྍ能であり，Ꮚどもの行動
との㛵連性についても，๓述したように多くの
研究成果が示されていることから，ぶの㣴⫱行
動とᏊどもの行動の㛵連性をグ述する㝿には一
定の᭷用性があるといえる。 
 一᪉で，ぶの㣴⫱行動を心⌮⮫ᗋ的にとらえ
れば，「ぶᏊ㛵ಀ」は，ᚲࡎしも一᪉向的ではな
く，Ꮚどもとの┦஫作用の中で生㉳しているこ
とが大๓ᥦとなっていることは自᫂の事実であ
る。たとえば，Ꮚどもが᎘がるようなㄢ題への
従事をぶがᣦ示した㝿に，Ꮚどもが反ᢠ的，ᨷ
ᧁ的な行動を示し，そのようなᏊどもの行動に
対して，ぶがᣦ示をㅉめるといった現㇟が生じ
うる㸦Connor，2002㸧ことはᐜ᫆に予᝿できる。
早稲田大学臨床心理学研究，第14巻，第１号，179 ～ 186頁
―179―
すなわち，このようなぶᏊの┦஫作用の中では，
Ꮚどもは自ศにとって᎘ᝏ的なㄢ題から㏨れる
ᡭẁとして，ᨷᧁ的な行動を学⩦してしまうと
⌮ゎすることができる。このようなぶᏊ間での
行動の連㙐や┦஫作用，཮᪉の行動のᙧ成過程
は，ඛに述べた㉁問⣬へのᅇ⟅といった⡆౽な
᪉ἲによって 定することは困難であると考え
られる。 
また，心⌮⮫ᗋሙ㠃における㣴⫱に㛵する支
᥼において，実㝿に変ᐜのᶆ的となるのは，඲
⯡的な「㣴⫱スタ࢖ル」ではなく，Ꮚどもにか
かわる状ἣにおけるල体的な༢఩㸦ᶆ的㸧行動
㸦ྏる，〔める，➗いかけるなど㸧であること
が多い㸦野ཱྀ，2003㸧。これらのことを㋃まえ
ると，ぶの㣴⫱行動とᏊどもの行動の㛵ಀをグ
述する㝿には，㣴⫱に㛵する඲⯡的な傾向であ
る「㣴⫱スタ࢖ル」の 定のࡳでは不༑ศであ
り，ぶᏊ間におけるල体的な┦஫作用のᩥ⬦で
生じる㣴⫱行動と，それによって反応的に生じ
るᏊどもの行動のഃからも検討を行うᚲ要があ
ると考えられる。ඛに述べた㏻り，これまでの
㉁問⣬によって 定された㣴⫱行動とᏊどもの
行動との㛵ಀをグ述した研究は非常に多いもの
の，「┦஫作用ሙ㠃」で཮᪉の行動や態度が 定
されている研究は┦対的にⴭしくᑡないといえ
る。そこで本ㄽ考では，ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃を用
いて，㣴⫱行動とᏊどもの行動の㛵連をグ述し
た研究をᩚ⌮し，௒ᚋのᥦ᱌を進めるに㝿し，
研究の現状とㄢ題について検討することを目的
とする。 
 
ぶᏊ┦஫స⏝ሙ㠃࡟࠾ࡅࡿ⾜ືࡢ ᐃ᪉ἲࡢ 
ᩚ⌮࡜ࡑࡢ問題Ⅼ 
 
 本㑥において，┦஫作用ሙ㠃を用いてぶᏊの
行動を 定した研究がいくつかᩓ見される。た
とえば，㰻⸨・ෆ田㸦2013㸧の研究においては，
ぶᏊの⤮本ㄞࡳ⪺かࡏሙ㠃におけるぶの㣴⫱態
度の検討，およࡧᏊどもの㛵わり᪉の検討を目
的として，ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃におけるぶᏊの行
動観ᐹが行われた。この研究における┦஫作用
の 定は，主にぶᏊの఍ヰศᯒによって行われ
ており，Ꮚどもの発ヰにඛ行するẕぶの発ヰ，
およࡧ，ẕぶがඛ行した発ヰのෆᐜのศ㢮をศ
ᯒ対㇟とした。発ヰෆᐜのศ㢮は，㸦㸯㸧Ꮚども
に適切なタ࢖࣑ࣥࢢで かいࢧ࣏࣮ト㸦ኌかけ，
うなࡎき，ど⥺㸧を୚えている，㸦㸰㸧Ꮚどもの
主体性をᑛ重している，㸦３㸧ㄞࡳ⪺かࡏのሙ㠃
をタ定し，Ꮚどもをㄞࡳ⪺かࡏにᑟいている，
㸦㸲㸧Ꮚどもを⤮本のୡ⏺にᑟいている，とい
う㸲㡯目について，㸰ྡのホ定者がホ定を行っ
た。この研究において，Ꮚどもの主体性をᑛ重
する᝟⥴的なぶの㛵わりが，Ꮚどもの主体的な
㛵わりを፹介して，Ꮚどものㄒᙡ力の成㛗にᐤ
୚するྍ能性を示唆している。 
また，ᅬ田㸦1999㸧は，Ꮚどもの௚者⌮ゎを
ಁすために，ẕぶがどのようにᏊどもの状態へ
ゝ及するとよいかについてࡈっこ㐟ࡧሙ㠃，本
ㄞࡳሙ㠃において検討を行った。この研究にお
ける┦஫作用の 定は，ࡈっこ㐟ࡧሙ㠃と本ㄞ
ࡳሙ㠃において，ぶᏊの᣺るまいを，20 ศ間ࡎ
つࣅデ࢜㘓⏬し，観ᐹされたぶᏊそれࡒれのゝ
ⴥに㛵して，ḧồや感᝟，思考などのෆ的な状
態を⾲すゝⴥ，ゝⴥの意࿡，ゝⴥの౑われ᪉の
ศᯒを行った。その結果，ẕぶがᏊどもの௚者
⌮ゎをಁす要因として，ሙ㠃に応じたᏊどもの
ෆ的状態へのゝ及の重要性を示唆している。 
また，ᑿ㛵・ὸ野・▼㯮・୕ᾆ㸦2005㸧は，
ᆅᇦでの⫱ඣ支᥼のሙにおいて㐟ࡧሙ㠃を中心
としたぶᏊ┦஫作用の多ゅ的観ᐹと介入の変໬
の調ᰝを行った。ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃において，
ẕぶのࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ行動とᏊどものឡ╔行動の㸰
ഃ㠃について，観ᐹ者がホ定を行った。ẕぶの
ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ行動に㛵する㡯目については，「ᠬ⨩
をよくあたえる」「Ꮚどもを↓ど」「Ꮚどもに㛵
するྰ定的なゝ動」など 10 㡯目を用いた。また，
Ꮚどものឡ╔行動については，「自ศからẕぶに
㏆づきおもちࡷを見ࡏる」「ẕぶのࡦࡊの上でく
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つࢁࡄ」など 10 㡯目を用いた。⫱ඣ支᥼のሙの
฼用๓ᚋで，上グの㡯目にᣲࡆられるようなぶ
Ꮚ┦஫作用が増ຍしたことから，⫱ඣ不Ᏻを持
つẕぶに対しては，ಖ健ᣦᑟなどのぶに対する
支᥼だけでなく，ぶᏊでཧຍできる⫱ඣ支᥼を
฼用することが᭷用であるྍ能性を示唆してい
る。 
さらに，బ⸨・ෆᒣ㸦2012㸧では，㐟ࡧሙ㠃
をとおして，⤮本ඹ᭷時間の増ຍがẕぶのാき
かけに及ぼすຠ果について，⤮本ඹ᭷の時間を
意ᅗ的に増ຍさࡏる群と⤫制群の㸰群をタ定し
て検討を行った。この研究における┦஫作用の
 定は，Ꮚどもの㐟ࡧ行動に対して，ẕぶが「㈹
㈶」を୚えたᅇ数，またその㈹㈶に対するᏊど
もの反応数㸦「࡯࡯えࡴ」，「ẕぶをࡳる」㸧を 
定した。この研究において，意ᅗ的にぶᏊの┦
஫作用を増ຍさࡏることで，Ꮚどもがẕぶに対
して࡯࡯えࡴなどの行動が増ຍしたことが示さ
れた。また，⤮本のඹ᭷がぶᏊ㛵ಀの㉁を向上
さࡏるྍ能性が示唆されている。 
ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃を用いたこれらの研究にお
いては，㉁問⣬では 定が困難であると考えら
れた，ぶのാきかけに対してᏊどもがどのよう
な反応を示すかといった཮᪉向の㛵わりをල体
的にグ述することがྍ能であった。 
一᪉で，ぶᏊの┦஫作用ሙ㠃におけるぶおよ
ࡧᏊどもの行動の 定においては，ࣅデ࢜᧜影
あるいは┤᥋観ᐹによって，➨୕者が 定する
᪉ἲを用いている研究が多い。このような௚者
ホ定による観ᐹデ࣮タをᢅう㝿には，ホ定್の
信㢗性を確ಖするために，」数のホ定者によっ
てホ定を行い，ホ定者間での一⮴⋡を⟬ฟする
ᚲ要があることが多い㸦たとえば，➉ᓥ・松見，
2013㸧。また，ホ定に㝿しても༑ศなカ⦎がᚲ
要となるため， 定上のࢥストがᚲࡎしもపく
はないと考えられる。また，௚者ホ定による 
定᪉ἲでは，┦஫作用の中で，実㝿にはどのよ
うな่⃭が行動のඛ行่⃭となっているか，あ
るいは行動の結果่⃭となっているかを同定す
ることは困難である。たとえば，人は᝟ሗの多
くをどぬから入力する。そのため，⌮ㄽ的には
どぬ的に入力された᝟ሗが，行動のඛ行่⃭と
なり㸦「┦ᡭのᛣった⾲᝟」を見るń「ㅰる」㸧，
行動の結果่⃭となる㸦「ㅰる」ń「┦ᡭの⾲᝟
がᬑẁの⾲᝟にᡠる」のを見る㸧ことが๓ᥦと
なる。しかしながら，௚者ホ定による 定にお
いては，対㇟者が見ている実㝿の่⃭をල体的
に同定することは困難であることが多いことが
予᝿される。 
 
ぶᏊ┦஫స⏝ሙ㠃࡟࠾ࡅࡿど⥺㏣㊧⿦⨨࡟ࡼࡿ
 ᐃࡢ᭷⏝ᛶ 
 
ඛ述したような問題をゎỴする㸯つの 定᪉
ἲとして，ど⥺㏣㊧⿦置による 定がᣲࡆられ
る。ど⥺㏣㊧⿦置からᚓられる基本的なデ࣮タ
は，注どⅬのሙᡤやその時間などであり，人が
ఱに注目していたかをᐈ観的にᢕᥱすることが
できる㸦ෆ⸨・Ọ野，2009㸧。特に多く用いら
れているのはゅ⭷反ᑕἲを用いたィ ⿦置であ
り，ど⥺の఩置を᧜影する CCD ࢝メラ௨እに，
研究ཧຍ者のど野㸦向いている᪉向㸧が動⏬と
してᚓられる㸦㜰田，2006㸧。 
したがって，┦஫作用ሙ㠃において，ぶにど
⥺㏣㊧⿦置を⿦╔さࡏることで，ぶのど⥺の఩
置とేࡏて対㇟㸦主にᏊども㸧の反応も同時に
 定することがྍ能となり，ぶがᏊどものどの
ような่⃭に対して目を向けているかを┤᥋的
に 定することができると考えられる。このこ
とを㋃まえると，実㝿の┦஫作用ሙ㠃における
㣴⫱行動の生㉳にかかわるඛ行่⃭あるいは結
果่⃭が同定ྍ能になることによって，ぶが示
す㣴⫱行動の個人差の一ഃ㠃を説᫂することが
ྍ能となると᥎ᐹされる。 
᭱㏆，ⴭ者らが行った研究において，ど⥺㏣
㊧⿦置を用いて，ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃におけるぶ
のど⥺，ぶᏊの行動に㛵する検討を行っている。
この研究におけるぶᏊ┦஫作用ሙ㠃の 定にお
すなわち，このようなぶᏊの┦஫作用の中では，
Ꮚどもは自ศにとって᎘ᝏ的なㄢ題から㏨れる
ᡭẁとして，ᨷᧁ的な行動を学⩦してしまうと
⌮ゎすることができる。このようなぶᏊ間での
行動の連㙐や┦஫作用，཮᪉の行動のᙧ成過程
は，ඛに述べた㉁問⣬へのᅇ⟅といった⡆౽な
᪉ἲによって 定することは困難であると考え
られる。 
また，心⌮⮫ᗋሙ㠃における㣴⫱に㛵する支
᥼において，実㝿に変ᐜのᶆ的となるのは，඲
⯡的な「㣴⫱スタ࢖ル」ではなく，Ꮚどもにか
かわる状ἣにおけるල体的な༢఩㸦ᶆ的㸧行動
㸦ྏる，〔める，➗いかけるなど㸧であること
が多い㸦野ཱྀ，2003㸧。これらのことを㋃まえ
ると，ぶの㣴⫱行動とᏊどもの行動の㛵ಀをグ
述する㝿には，㣴⫱に㛵する඲⯡的な傾向であ
る「㣴⫱スタ࢖ル」の 定のࡳでは不༑ศであ
り，ぶᏊ間におけるල体的な┦஫作用のᩥ⬦で
生じる㣴⫱行動と，それによって反応的に生じ
るᏊどもの行動のഃからも検討を行うᚲ要があ
ると考えられる。ඛに述べた㏻り，これまでの
㉁問⣬によって 定された㣴⫱行動とᏊどもの
行動との㛵ಀをグ述した研究は非常に多いもの
の，「┦஫作用ሙ㠃」で཮᪉の行動や態度が 定
されている研究は┦対的にⴭしくᑡないといえ
る。そこで本ㄽ考では，ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃を用
いて，㣴⫱行動とᏊどもの行動の㛵連をグ述し
た研究をᩚ⌮し，௒ᚋのᥦ᱌を進めるに㝿し，
研究の現状とㄢ題について検討することを目的
とする。 
 
ぶᏊ┦஫స⏝ሙ㠃࡟࠾ࡅࡿ⾜ືࡢ ᐃ᪉ἲࡢ 
ᩚ⌮࡜ࡑࡢ問題Ⅼ 
 
 本㑥において，┦஫作用ሙ㠃を用いてぶᏊの
行動を 定した研究がいくつかᩓ見される。た
とえば，㰻⸨・ෆ田㸦2013㸧の研究においては，
ぶᏊの⤮本ㄞࡳ⪺かࡏሙ㠃におけるぶの㣴⫱態
度の検討，およࡧᏊどもの㛵わり᪉の検討を目
的として，ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃におけるぶᏊの行
動観ᐹが行われた。この研究における┦஫作用
の 定は，主にぶᏊの఍ヰศᯒによって行われ
ており，Ꮚどもの発ヰにඛ行するẕぶの発ヰ，
およࡧ，ẕぶがඛ行した発ヰのෆᐜのศ㢮をศ
ᯒ対㇟とした。発ヰෆᐜのศ㢮は，㸦㸯㸧Ꮚども
に適切なタ࢖࣑ࣥࢢで かいࢧ࣏࣮ト㸦ኌかけ，
うなࡎき，ど⥺㸧を୚えている，㸦㸰㸧Ꮚどもの
主体性をᑛ重している，㸦３㸧ㄞࡳ⪺かࡏのሙ㠃
をタ定し，Ꮚどもをㄞࡳ⪺かࡏにᑟいている，
㸦㸲㸧Ꮚどもを⤮本のୡ⏺にᑟいている，とい
う㸲㡯目について，㸰ྡのホ定者がホ定を行っ
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いては，ㄢ題㐩成ሙ㠃などのぶᏊの┦஫作用が
生㉳しやすいሙ㠃をタ定し，その㝿の，ぶのᏊ
どもへのാきかけに対するᏊどもの反応，ぶの
ാきかけに対してᏊどもが反応している㝿のぶ
のど⥺㸦Ꮚどもの⾲᝟，㌟体，Ꮚども௨እのお
もちࡷや⫼ᬒ㸧およࡧᏊどもの反応に対するぶ
の反応についてศᯒを行っている㸦Figure 1，2㸧。
まだᑡ数例であるためどᐹレベルではあるが，
Ꮚどもに頻⦾にど⥺が向いているぶは，Ꮚども
の示す行動に対し，頻⦾にኌかけをする傾向が
見ཷけられた。 
このように，ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃においてど⥺
㏣㊧⿦置を用いることが，ぶᏊ間での行動の連
㙐や┦஫作用，཮᪉の行動のᙧ成過程をグ述す
る㝿に᭷用性が㧗いと考えられる。 
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本ㄽ考では，ぶの㣴⫱行動とᏊどもの行動の
連㙐や┦஫作用，また཮᪉の行動のᙧ成過程と
いったどⅬから，ぶᏊ間の行動の㛵ಀをグ述す
る㝿に，ぶᏊの┦஫作用ሙ㠃を用いて཮᪉の行
動を 定すること，またその㝿に，ど⥺㏣㊧⿦
置を用いることで，特にぶの㣴⫱行動の生㉳に
かかわるඛ行่⃭およࡧ結果่⃭をල体的に同
定しうるྍ能性をㄽじた。᭱ᚋに，┦஫作用ሙ
㠃やど⥺㏣㊧⿦置を用いた 定が，㣴⫱への支
᥼をᥦ౪するうえでどのような意義があるのか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 1 ぶᏊ┦஫作用ሙ㠃の実験の様Ꮚ 
を述べる。 
 これまで行われている一⯡のᏊ⫱て支᥼にお
いては，たとえば，過ᖸ΅な㣴⫱スタ࢖ルが認
められるぶに対しては，「ᏊどもがἽいたときは
ᡭをฟさࡎに見Ᏺってࡳましࡻう」といったຓ
ゝが行われる。このようなぶの㣴⫱行動へのຓ
ゝ㸦「見Ᏺりましࡻう」㸧は，㣴⫱行動のレࣃ࣮
ト࣮ࣜ自体がᑡないሙྜや，これまで行ってい
る㣴⫱行動㸦ここでは，「ᡭをฟす」㸧が，Ꮚど
もの問題行動㸦ここでは，「Ἵく」㸧の⥔持要因
となっているሙྜに᭷ຠであると考えられる。
しかしながら，一⯡的に行われているᏊ⫱て支
᥼においては，どのようなᩥ⬦の中で，ぶの行
動とᏊどもの行動の連㙐が生じているかといっ
た，ぶᏊ間の行動における機能的な㝶క性を࢔
ࢭスメࣥトするという観Ⅼはなく，このような 
ぶᏊの行動の機能的な㛵ಀを考៖したຓゝが行
われているとはゝい難い。そのため，ぶの㣴⫱
行動がᏊどもの行動の⥔持要因となっていたሙ
ྜに，結果的にᏊどもの問題行動がᾘ失するに
すࡂࡎ，そうでないሙྜには，㣴⫱行動へのຓ 
ゝがᏊどもの問題行動のᾘ失に対して᭷ຠでな
いྍ能性が᥎ᐹされる。 どのような㣴⫱行動
がᏊどもの問題行動のᾘ失や適応行動のᣑ大に
とって᭷ຠであるかをุ᩿するには，Ꮚどもの
示す行動がどのような要因によって⥔持されて
いるかを᫂らかにするᚲ要がある。Ꮚ⫱ての中
で生じるᏊどもの問題行動の多くは，ぶの㣴⫱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 2 ど⥺㏣㊧⿦置によるど⥺のศᯒ⏬像 
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行動がඛ行่⃭あるいは結果่⃭となっている 
ことが多い。そのため，Ꮚどもの問題行動の⥔
持要因を᫂らかにするためには，ぶᏊの┦஫作
用ሙ㠃において，Ꮚどもの行動に対してぶがど
のような行動を示しているのかを観ᐹあるいは
ᩚ⌮することが不ྍḞであると考えられる。 
 また，ぶが示す㣴⫱行動においても，ぶの示
す㣴⫱行動にはどのような要因が影響している
のかを᫂らかにすることもᚲ要である。たとえ
ば，ὠ᭤・⵿㷂・ᔱ田㸦2010㸧は，㣴⫱に困難
を持つぶの中に，「Ꮚどもの状態のㄞࡳྲྀりに困
難を持つぶ」が存在することを示しており，㣴
⫱行動の生㉳およࡧ⥔持にᏊどもの状態を見る
ことが㛵連していることを示唆している。しか
しながら，ὠ᭤௚㸦2010㸧の示した知見におい
ては，ぶがᏊどもにാきかけた㝿に，「Ꮚどもを
見ていない」ことによって不適切な㣴⫱行動が
生㉳しているሙྜや，Ꮚどもを見てはいるが「自
㌟の行動とᏊどもの行動の㝶క㛵ಀが⌮ゎでき
ていない」ことによって不適切な㣴⫱行動が生
㉳しているሙྜなど，その⮫ᗋ像の⌮ゎは多義
的であり，仮説のᇦをฟないというㄢ題がṧっ
た。ど⥺㏣㊧⿦置を用いて，ぶのど⥺㸦Ꮚども
と㛵わる㝿に，ぶはどこをあるいはなにを見て
いるか㸧を 定することによって，このような
ぶの⮫ᗋ像㸦個人差㸧を⌮ゎする㝿に᭷用な᝟
ሗがᥦ౪されると考えられる。たとえば，上述
したような㸰つの⮫ᗋ像のグ述がྍ能になった
ሙྜ，Ꮚどもにど⥺が向いていないぶに対して
は，まࡎは，Ꮚどもにാきかけた㝿に，Ꮚども
のどこにあるいはなにに目を向ければよいかと
いったⅬから支᥼をᥦ౪することがྍ能になる
と考えられる。ዟ田㸦2011㸧は，ぶがാきかけ
たあとのᏊどもの反応，とくに⾲᝟，を見るこ
とを᥎ዡしており，Ꮚどもの⾲᝟がぶの行動の
生㉳およࡧ⥔持に重要なᙺ๭を持つと考えられ
る。また，ぶのど⥺を 定した結果，Ꮚどもに
ど⥺が向いているሙྜには，ぶのാきかけに対
するᏊどもの反応との間の㝶క㛵ಀを⌮ゎでき
ていないྍ能性が考えられる。このሙྜには，
ぶのാきかけの結果として，Ꮚどもがどのよう
な反応を示したかをᩚ⌮し，自㌟のാきかけと
Ꮚどもの反応の㝶క㛵ಀを⌮ゎするようಁすと
いった支᥼をᥦ౪することがྍ能となると考え
られる。 
このように，ぶの適切なあるいは不適切な㣴⫱
行動をᩚ⌮する㝿に，ぶがᏊどものどこに目を
向けているかを同定することによって，㣴⫱行
動の生㉳要因や⥔持要因をᩚ⌮することがྍ能
となり，⮫ᗋ像に応じたຠ果的な支᥼のᥦ౪に
つながることがᮇᚅできると考えられる。した
がって，Ꮚ⫱てに㛵する支᥼，特に㣴⫱行動へ
のຓゝ➼を行う㝿には，ぶᏊ間の┦஫作用をᩚ
⌮し，ぶが目を向けている่⃭をᩚ⌮し，Ꮚど
もの行動やぶの行動の生㉳要因およࡧ⥔持要因
を࢔ࢭスメࣥトしたうえで，支᥼をᥦ౪するこ
とが᭷ຠであると考えられる。 
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Abstract 
 
Existing research that has examined the conventional parent-child relationship 
has reported that the quality of nursing provided by parents influences their 
children’s behavior. This research has used many methods to measure the quality 
of nursing, and while simple measurements can be easily made, it has proven 
difficult to measure the ongoing interaction that exists between the quality of 
nursing provided by the parent and the behavior of the child In response to this 
difficulty, the existing research that measure the interaction of these effects was 
reviewed. It was suggested that the nature of the interaction between a parent’s 
nursing and their child’s behavior can be assessed by employing eye-tracking 
techniques which determine whether parents are attending to the reactions of the 
child while they are nursing the child. Moreover, by using eye-tracking techniques, 
it became possible to assess some facial expressions that parents display while 
nursing, and the possibility of offering support to parents in the form of training 
that would foster the display of beneficial facial expressions while nursing was 
suggested. 
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